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【はじめに】有機薄膜トランジスタ(OTFT)は印刷技術で作製が可能であり、プリンテッドエレク

トロニクスの基本素子として注目されている。印刷型 FRID タグをはじめとするアプリケーショ

ンの実現のために様々な印刷型有機集積回路の報告がなされているが、さらなる回路の動作の安

定化を図るためには閾値電圧(VTH)を制御することが重要となる。現在までに印刷または塗布方式

による閾値電圧制御の報告は殆どなされていない。今回我々は、印刷型有機トランジスタの閾値

電圧を印刷手法によって制御することでインバータ回路動作の安定化に成功したので報告する。 

【実験】架橋 PVPを下地層とし、ゲート電極として銀ナノ粒子インク(DIC: JAGLT-01)をインクジ

ェット装置(FUJIFILM: DMP-2831)で印刷した。その表面に酸化モリブデン(MoOX)の水溶液をディ

スペンサ装置で印刷することによって、ゲート電極表面の仕事関数を変化させた。絶縁膜はパリ

レンを CVD 法により成膜した。ソース・ドレイン電極として銀ナノ粒子インク(ハリマ化成: 

NPS-JL)をインクジェット印刷した後、ペンタフルオロベンゼンチオール(PFBT)による電極修飾を

行った。次に、半導体隔壁用バンクとしてテフロン(AF1600、Dupont
TM

)をディスペンサ装置で形

成した。最後に、塗布型有機半導体である DTBDT-C6をディスペンサ装置で成膜した(Fig. 1)。 

【結果】作製した素子の伝達特性を Fig. 2 に示す。ディスペンサ印刷装置を用いて同一基板上の

任意の素子のゲート電極表面をMoOXで修飾することで、閾値電圧(VTH)が－1.5 Vから－0.9 Vへ、

正方向に最大で 0.6 Vシフトした。また、この閾値電圧制御をエンハンスメント型擬 CMOSイン

バータ回路に適用した。インバータを構成する素子の中から、適切な素子を選択して閾値電圧制

御を施すことで、5V以下の低電圧駆動において、出力 High(“1”)を電源電圧レベル(VDD)に、出力

Low(“0”)を GNDレベル(0 V)に安定させると同時に、インバータゲインを向上させることに成功し

た(Fig. 3)。これらの結果は、印刷型有機集積回路を実現していく上での重要な成果である。 
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Fig. 1 Shematic structure 
of fabricated OTFTs 

Fig. 2 Transfer curves 
of fabricated OTFTs 

Fig. 3 Fabricated inverter 
charactaristics 
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